
 

感染症流行期の人工呼吸器使用者への災害対応の留意点 

                            

 

人工呼吸器使用者は、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症等の呼吸器感染症に感

染すると重症化するおそれがあると考えられます。そのため、以下の点に留意しましょう。 

１）災害時個別支援計画作成等における感染予防について 

災害時個別支援計画の作成や共有、防災・避難訓練や災害を想定したシミュレーションの

実施など、関係機関や支援者が集まる場合は、関係者は自身の体調に留意し、手洗い等の手

指衛生、マスク着用や咳エチケット、三つの密（密閉・密集・密接）の回避等、感染予防を

徹底しましょう。 

 三つの密が重ならない場合でも、リスクを低減するため、できるだけ「ゼロ密」を目指し

ます。災害時個別支援計画作成や共有等については、ビデオ通話やオンライン会議等を活用

し非対面で実施することも、感染リスクの低減には効果的です。 

 また、関係機関・支援者が少人数で訪問を行う場合も、感染予防に十分留意することが必

要です。 

２）災害発生時の対応 

災害発生時は、災害時個別支援計画に沿って対応しますが、可能な範囲で感染症予防に留

意しましょう。 

人工呼吸器使用者は、災害時個別支援計画に沿い、在宅にとどまることの危険がなければ、

在宅療養を継続しますが、関係機関が療養支援のため訪問を行う場合は、感染予防に十分留

意し、体調悪化時には、あらかじめ決めておいた相談先に相談するよう支援します。 

在宅にとどまることが危険な場合、避難を行いますが、密を避けるため、公共施設以外の

避難先（予め決めておいた親戚や知人宅等）への避難や、ホテルや旅館を避難先として活用

することも検討します。公共施設へ避難する場合は、感染予防対策を徹底し、福祉スペース

の設置されている施設への避難を検討します。 

  

３）平常時の備えについて 

在宅療養継続のための電源確保や備蓄品の準備等を平常時から行っておくことが大切で

す。マスクや手指消毒用アルコールなど、感染症予防に必要な物品についても、普段から準

備し、避難が必要な場合は持ち出しができるようにしておく必要があります。また、自己管

理のため、体温計や血圧計も準備しておきましょう。 

風水害などに備えてホテルや旅館への避難を検討する場合は、受入れについて事前に調

整しておきましょう。 

 

感染症には、インフルエンザウイルスや新型コロナウイルス、ノロウイルスによるもの等、

様々な種類があり、それぞれの特性に応じた対策が必要です。 

感染症の発生状況や、感染症の種類に応じた感染予防策・最新の予防策の詳細等につい

ては、厚生労働省や東京都感染症情報センター等のホームページでご確認ください。 
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